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（特）日本年金機構
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再任



任命理由 

 

○ 大竹和彦理事長  

大竹和彦氏は、農林中央金庫に入庫されて以来、推進統括副部長、総合企画部副

部長、人事部長、大阪支店長等の事業部門、管理部門などを歴任した他、役員とし

て融資を行うリテールビジネスサービス業務、IT、リスク管理、リーガル、財務会

計、監査、経営管理を担うコーポレート業務などの経営全般を統括するなど幅広い

業務を担当し、市町村段階の JA（農協）等や都道府県段階の連合会等の協同組織と

ともに一体的な事業運営に取り組んできた。 

この間、リテールビジネスとして、定型的な取引ニーズに対応するための非対面

チャネル（インターネット等）や各種相談等に対応するための対面チャネル（店舗・

遠隔相談ブースなど）の再構築を行い、利用者の利便性や満足度の向上に取り組む

とともに、AI、RPA を含むデジタル技術を用いた事務の効率化などに取り組んだ。 

また、既存の本店・拠点等の業務について合理化、効率化を徹底し、現場力強化

に必要な分野などに人員の再配置を進め、組織の活性化にも貢献した。 

  日本年金機構は、国（厚生労働大臣）から委任・委託を受け、公的年金に係る一

連の運営業務（適用・徴収・記録管理・相談・決定・給付）を担っており、国民の

皆様に正しく確実に年金をお支払いするとともに、より一層のお客様サービスの向

上に向けて、更なる経営改革を進めていくことが求められている。 

氏がこれまで農林中央金庫で取り組んできた組織運営、利用者の利便性・満足度

の向上、デジタル技術を用いた事務の効率化、人員の適正配置などの事項は日本年

金機構においても共通した課題であり、氏のこれまでの豊富な知識・経験を活かし、

政府管掌年金事業の適正な運営及び国民に一層信頼される組織運営に向けて的確

に対応いただけると判断し、理事長として任命するものである。 

 

○ 工藤政和監事 

工藤政和氏は、民間企業において監査経験が豊富なことに加え、独立行政法人に

おいても、内部統制及び内部監査業務に取組むなど監査等に関する豊富な知見を有

している。また、令和 5 年 10 月からは公募により日本年金機構の監査アドバイザ

ーとして採用されており、日本年金機構の監査部において監査業務について助言・

指導を担っている。 

このように、民間企業及び独立行政法人等において豊富な知識、経験を有してい

る同氏を監事（常勤）として任命するものである。 

 

○ 矢崎ふみ子監事（非常勤）  

矢崎ふみ子氏は、税理士法人に長年勤務し、監査について豊富な知識と経験を有

しており、令和４年１月から現職に就き、その豊富な知識・経験を遺憾なく発揮し、

的確な監査業務を実施しているところであり、引き続き監事（非常勤）として任命

するものである。 



 

日本年金機構理事長及び監事の選定について 

 

 

 理事長及び監事の選定については、外部有識者の意見聴取を経た

上で決定した。 

外部有識者の属性は以下のとおり。 

 

・会社役員     １名 

   ・大学教授     １名 

   ・弁護士      １名 

   ・社会保険労務士  １名 

                 

    計        ４名 

 


